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照明器具の配光･光来測定システムの

開発と実施例

Development of Automatic Photometric SYStem for

LuminouslntensitY Distribution and Luminous Flux of
Lighting Fixtures and Practic岳ng Samples

For creati=g∂COmfortablelig仙=g e=Viro=me=tthe山mi=anCedist｢jbutio=i=

theroomshouldfitthepurposeofuslngtheroom∂ndthelightingshouldbeasf｢ee

∂SPOSSiblefromdiscomfortableg】are･Thisca=nOtbeachievedifwesticktotheold

concept ofl=mj=aire efficie=CV Of fjxture･】n other words.1jg仙ng sho=k】be

eva山ated from the st∂ndpoint of h+minous mtensltV dist｢ib=tjo=.Howeve｢.the

conventionalmethod usjng a go山0¶Photometer and a photovoltatic c釧fails to

meet･therequirementofaccur∂CVandefficiencvtothefulし

An automatic meas山=g equ-Pme=t for山m‥10=Si=tenS■tV dist｢ibution and

山仙nous刊∪×reCentlyperfectedatHitachiisafullautomaticsvstemp｢0V佃edwhh

three reflecling mirrors and a=i=tegraltvpe A-D co=Verte=nits photomet｢jc

svslem.1t permits to meas=re the山minous mte=S-tV distHb=tio=and山minai｢e

fluxofthelig仙ngfixtureatonce.AIso.itsmeasu｢lng∂CCu｢aCy hasp｢0Ved tobe

w托hih±0.5%′and measurlng time h∂S∂Veraged8mmutes pe｢lightin9fixtu｢ethat

hasnotcomp,lCatedluminoushtensltVdjst｢ib山0nCU｢Ve･

11 緒 言

わが国の急速な高度経i角成長に伴い,照明の分野において

も以前は高照度化が叫ばれたが,最近においては人間性回復

の観点から快適な照明環境作りに重点が置かれるようになっ

てきた｡この快適な照明環境を作るには照明昔旨具の配光特性,

すなわち照明器具の各方向における器具光束を逐一正確に知

る必要があr),各社で朗己光測定装置の検討を行なっている｡
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図l 配光･光束測定装置概観 配光･光来測定装置を測面から見た

ものである｡

Fig.1Gene｢alView of Photomet｢ic Eq山pment
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この動きは昭和42年に照明器具配光測定の国内比較(1)を実施

したのを機会にいっそう拍車がかけられたが,現在,まだ精

度の良い測定装置に関する報告に接していない｡

今後の配光測定装置としては,次の諸点すなわち,

(1)データの精度が良いこと｡

(2)測定時間が短いこと｡

(3)完全自動システムであること｡

について考慮を払う必要があり,これらの点について程々調

査の結果(2--3-,日立製作所では反射鏡3校を用いた配光測定

装置とアナログディジタルハイブリッド測光システムを採用

した自動配光･光来測定装置を完成し(4)(5),現在,日立製作

所においてi舌用している｡この自動配光･光束測定装置は,

測定時間においては従来の%に,また,道路灯のような比較

的配光の変化が著しいものでも,高精度で測定できることが

わかった｡

本自動配光･光来測定装置は,照明器具の配光測定以外に

赤外線電球などの熱源,あるいはその他放射手原のエネルギー

分布測定にも活用しうるものである｡

同 配光∴光束測定装置の概要

今回開発した配光･光束測定装置は図1に示すように反射

鏡3校を使用したもので,本装置は据付面積3mX5Inのス

テ一夕上にささえられ,最大径5mの回転わくおよびこれに

取r)付けられた3校の反射鏡ならびに回転わく とは独立して

固定されている言式料取付部,回転わく駆動用誘導電動機,試
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料1口1転月引司期電動機,給血角度仁号発生一札 制御イ言号発生昔二手

から成っている｡

k】】転わくは図lにホす測光軸を1し!1転軸とLて連続州転する

方式で,指Mlが試料の光中心を含む給食面内を一定半径で【叫

転する｡すなわち,地球における純度に相当するガトJりに縄が

回転することになり,試料から出た光は錨Ml,M2,M3を経て

測光軸上に出てくるので,′受光器が光源を包む球の経線上を

凶転することになる｡一方,地球における経度に相当する変

化は向1送1に示す試料取付部先端の鉛直軸を回転軸として,試

料が水二､ドL可転することにより達成される｡この装置の特長は,

(b)水平回転機構

鏡回転

光源回転

回転わくのバランスがとりやすく,回転むらが除去できると

同時に高速山転しても反射税が振動しないことである｡

なお,試料取付別のしゃ光を防ぐため,試料取付部はその

しゃ光角2度と4度のもの2稚額を作り,使い分けている｡

図2は駅動機瞞についてホすものである｡凶ヰ(a)は鏡を3

杖取り付けた山一転わくの駆動械恍であり,0.5rpmで連続岨

転する｡また試料の回転矧溝は回申(b)にホすとおりで,100/s

の速度でステい′プ的に回転する｡この試料の回転分割角度は,

5度,10伎,15度,30度,45槙三で任意に選ぶことができる｡

匡l測光器系

図3は1こ装吊のプロ･ソクダイヤグラムであるが,′受光器よ

りプリンタにモる部分が測光才芸系で,大根はイ‾二号の流れをホ

すものである｡ここでA-D変換器は,入射光束に比例した受

■LHノJを/りレス別に変換するものであるが,光出力は100Hz

システム

コント臼"ル

(a)鉛直回転機構

図2 駆動機構 図1にぉいて,鏡の取付いた回転わくおよび試料取付

部先端軸の回転馬区動機構を示す｡

Fig.2 D｢ivin9 Mechanism
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の仙波数成分を′才むものであり,これを触時間に1一戸均化する

必要から,高柑空の枇分形A-D変授器を使用している｡この

A-D変換された′ヾルスをディケードカウンタで計数すると同

時にプリンタで‡てl‾]ノ卜するプ了式となっている｡二こで配光は,

各角性ごとの計数的を記蝕する必要があるが,光‾束は仝計数

仙を川順二Lた伯を記蝕すればよく,Lたがって,プリンタの

自小ニーりJ授詩誌をIi設けているこ_㌢

3.1 受 光 器

′受光器としては,感度と直線作が良く,一己答速度が速くて

嶋′方'がないこと､また,視感度合せが容易であることが必要

である｡
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図3 自動配光･光来測定装置のフロック図 配光･光来測定装置の測光系および制御システムを示す｡

Fi9･3 B10Ck Diag｢am of Photometric Syslem
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電管を,また低光度用には二次電子増悟管を採用することとし,

この種の受光器の問題点である直線性について検討を行なった｡

図4は真空光電管と二次電-‾r一増倍管の直線性を示すもので

あるが,配光特性のように光度測定範囲が2～3デケイドに

わたる測定において十分な測定精度を確保するには,直線性

特性として0.3%以内に押えることが必要である｡

3.2 A-D変換器

光電流をディジタル違に変換するA-D変換器は,正確さが

要求されるばかりでなく,応答時間の速いことが望ましい｡

そこで,次のような仕様のⅤ〉F変換器をA-D変換器として

使用してし､る｡

(1)人力定格:DClOmV,30mV,100mV,300mV,1V

(2)出力周波数:0～100kHz/各レンジ

(3)直線性:フルスケールに対して0.01%以下

(4)ゼロドリフト:±0.02%/day以内

【l 制御システム

制御信号としては,配光を測定するための等間隔角度信号

系,光束を積算するための角度信号系および位置の決定制御

を行なう信号系に大別される｡この信号系を動作させるため

に必要な角度信号は,配光測定用として5度および10度の等

間隔角度,光来積算用としてラッセル角20角および40角,な

⊥二〕ぴに制御系用として275比,357度,395使およぴ89.5度と

269.5度であり,ニのシステム全体のブロックダイヤグラムは

匡13に示したとおりである｡

岡中人わくで囲んだ部分が主制御系であり,基準時間仁号

発生器は鉛直角度信号によりカウンタのゲートを制御する系

統である｡

制御信号は,測定開始指令として用いる359度,試料を回

転させるための357度および試料の水平分ノ割角度により決ま

る測定時間を決定するための275度を用いている｡これらは,

装置回転わくの最外わくに設けられたしゃ光片が,ホトトラ

ンジスタ前面をさえぎることにより作り出され,各指令回路

へ送られている｡

いま,配光･光束測定装置の光学中心鉛直上を鉛直角0度

とし装置の前面から見て反時計方向に鉛直角をとり,鏡が359

度を通過すると,測定が開始され,測光系のカウンタが動作

二状態となる｡そして275度を通過する際,回転わくの回転数

を計数し,続いて357度の信号により試料を決められた角度

で水平回転きせる｡また,測定時間決定回路では,試料回転

分割角度により,回転わくが何回回転すれば仝測定が終了す

るかが自動的に選定されており,275度による計数信号と359

度信号のAND信号で全測定が終了し,これによってプリン

タ切換回路が働き,プリント指令が出て全動作が終了するよ

うになっている｡

89.5度および269.5度の信号は,下半球のみの測定を行なう

場合の制御イt了号であり,上方光栄のない照明器具の測定に用

いられる｡

匹l測定方法

5.1 測定原理

照明器具の配光特性を表わすには,位置を決める基準が必

要であるが,照明器具の配光分布は一般に軸対称のものが多

く,したがって照明器具の光学中心を含む鉛直軸をその基準

に用いている｡

図5は配光測定における座標系を示すものである｡ここで

基準となる鉛直軸の器具下方を鉛直角0度とし,この仮想球
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(b)PV-52の直線性特性
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スリット スリット

電源日

光源用電源

色消L
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電位差計 受光器用電源 プリンタ

(a)直樹生測定の構成

図4 真空光電管と二次電子増倍管の直線性 スリット面積を変

えることにより測定Lた直線性特性であり,配光特性のように測光値が大幅に

変化する測定においては,直線性特性としては0.3%以内に押えることが必要

である｡

Fig.4 Linearlty Of Phototube and PhotomultlPile｢

β:180度

β/

β:0度

Jリ(♂,勿

¢:0度
0

注:甲=水平角

♂=､鉛直角

ダ:180度

図5 座標系

ものである｡

仮想球の中心にけい光灯照明器具の発光中心を設置Lた

Fig.5 Coo｢dinates System
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表1ラッセル角 光束あるいは放射エネルギーを求める場合の等重み

(仮想球表面積を同一面積に等分する)となる角度で,ラッセル角のほか山門角

もある｡

Table lJasselAngles

β′(度)

柑.2 3卜8.4l.4

】
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l16_7
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の頂点を鉛直角180度とする｡一方,水平角は任意水平面に

おいて基準の鉛直軸と交わる点を中心とし,任意方向を水･‾iF

角0度とし,仮想球頂点から見て時計方rh‖二0度から360度

まで水平角をとる｡このようにすれば配光分布,すなわち任

意点の配光値は鉛直角と水平角によって表わされる位置の光

度値として表わすことができる｡すなわち同図におけるP点

の配光値はJ(β,甲)となる｡したがって任意の角度間隔で鉛

直角を0度から180度まで,水平角を0度から360度まで変え

て行くことにより配光値は求められる｡

配光値と全光束の関係は,一般に(1)式で表わされる｡

F=ノアユ(β,甲)･sin♂･d♂,d甲‥…=…‥‥‥‥(1)0 0

ここに,F:仝光束

∫(β,甲):鉛直角β,水平角甲方向の配光値

しかし実際には水平角,鉛底角は,ある等角度間隔で変化させ

るため,配光値から全光束を求める関係式は(2)式のようになる｡

JV

F=.∑J(郎,壷)･方(♂り ‥=…‥……‥･･t･････‥(2)!=1

ここに, f:1,2,‥‥=…Ⅳ

∬(βよ):球帯係数であり,一椎の重みである｡

βg:等間隔にとられるものとする｡

∫(飢,石):鉛直角郎における平J勾配光値

したがって,等間隔角度で測定した場合,仝光束を自動的に

求めるには,鉛直角を変数とする重み∬(郎)なる信号を作る

ことが必要となり装置が榎雉となる｡

そこで考えられるのが等重み法で,たとえば表1に示す重

みの等しくなる方向βiにおいて配光値を測定し,次式で数値

積分する方法である｡この方法を用いれば次の(3)式からわか

るように,

F=一岩上睾1=取石)‥‥‥…‥………･･…(3)
ここに, 王:1,2,=‥‥Ⅳ

β言:ラッセル角にとられるものとする｡

J(βg,石):鉛直角βgにおける平均配光値

変数はJ(βg,石)のみとなり,測定システムが簡単になる利

点がある｡

5.2 配光･光栄測定

図5において位置Pの光度を∫(♂,甲)とすれば,洲宅順序

として,βを最初に変化させる方法と,甲を最初に変化させ

る方法が考えられる｡反射鏡3校を用いた配光･光来測定装

置は重量があり,回転わくをステップ的に回転させることは

62

困難であるため▼ βを最初に変化させる方法を採用しておr),

照明器具を所定の位置に固定し予備点灯した後,装置のスイ

ッチを投入すれば回転わくが回転し,鏡Ml(図l参照)が最
初に照明器具の直上を通過すると同時に測定が開始される｡

そして配光値はそのつど印字されて光東低は(3)式に基いて加算

計数され,回転わくが360度回転すると自動的に水平角が任

意角度5度/sの速さで回転し同様動作をくり返す｡水平角が

180度回転した所で測定が終了し,光束値を印字して仝動作

が停止する｡

この場合,全光束は次の(4)式で求められる｡

ダ=音･A‥=‥‥‥‥…………･…‥…‥‥‥…(4)

ここに,ダ:仝光束

Ⅳ:球表面の分割数

A:カウンタで加算計測した値

なお,配光他の測定角度は5度間隔および10度間隔,また

北東値の測定角度はラッセル角20角法およぴ40角法があり,

器具の配光曲線に応じて選択できるようになっている｡

【司 実 施例

JIS規格に基づく道路灯および反射笠についての測定結
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l l

l l
l l
I l

㌧一一
一JL----_l

l l

l l
l l
ll

ノ し
んl

ヽ

′
ヽ

/
＼

ご
.1l /

＼ l ′

＼ ′
＼ /

■､､
一一■

_J
l

d

(b)200W反射笠

図6 被測定照明器具の一例 被測定照明器具の一例で,(a)はハイウ

ェイ用の道路灯,(b)は工場などでおもに用いられる軸対称の反射笠である｡

Fi9･6 Samples ofJig仙ng Fixt=reS tO be Measured
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果について紹介する｡区16は器具外観を示すものである｡

6.1 道 路 灯

この道路灯MD-48は建設電気協会仕様のセミカットオフ形

で,配光特性に関してきびしい制約がある｡表2はその規格

と測定結果を示したもので,まぶしさを制限するため皐;†直角

80度および90度ではある光度値以下に才甲え,一一方,照明効率

をあげるため鉛直角70度以下では規定値以上の光度値となる

よう規制されている｡また水平角90度と270度における配光

偶の対称性は,偏差にて5%以内ときびしく,したがって,

本道路灯はこの対称性と鉛直角70使およぴ80度近辺の配光を

特に配慮されている｡

図7はこの道路灯の測定結果の一部を示したものであるが,

これはプリンタで連続的に印ヰニされたデータを見やすくする

ため,所定の用紙に切りばりしたものである｡

6.2 反 射笠

この器具は,｢照明器具測光法国内比較委員会+が,国内に

おける照明器具配光の測定比較に使用したもので,このデー

タを用いて配光値の誤差解析を行なった｡

呪光値の真値を定義することは困難であり,したがって,

各メーカーならびに社外公的研究所のデータ平均値をもって

真値と考えることにする｡

反射笠の対称軸を垂直とし,200W白熱電球を定格電圧で点

灯したときの二平均鉛直配光特性を用い,鉛直角0度の値を

100とし,平均値からの各メーカーならびに各研究所の偏差を

示すと表3になる｡この表で各紙直角における偏差が′トさく,

その絶対値の和が小さいほど測定誤差が少ないことであり,日

立製作所の装置については良好な結果が得られている｡これ

らの誤差をさらに詳細に分析すれば,鉛直角60度における誤

差の原因は,この近辺の配光の傾斜が急しゅんな所であり,こ

表2 道路灯の配光特性 建設電気協会仕様によるMD-48道路灯の特

性を表わしたもので,配光値および左右のバランスとも仕様に十分合格Lている｡

Table 2 Luminouslntensity Dist｢ibution of a Roadway Lighting

Fixture

器

具巳ランプl反射鏡開きランプ位置
条 件

MD-48lHF-400､A=3-Omm.B=22mm.400W‾定

‾滝‾格l¢=90度忘二2了0度平‾均■･偏差釜台直角

90

80

70

60

30以下

-20//

2001父上

280′/

l

r21l

l

56i‾‾69l

Z4-l_235
l

304296

ll.5 l

62.5

238

300

315

289

262

238.5

2Z6.5

229

l_3

l.3

2.5

l.0

2,7

2.3

ll

50 300 / ｢‾‾‾323307

286

255

233

224

40

260′′!292
30 230 〝 Z69

20 210// 244

l

tO 195//

l

229

0 190/′ 229

〉主:t.反射鏡開きおよぴランプ位置

の寸)去表示は右区】による｡

2.水平角(甲)90度と270度の偏差

に対する規格は5%以内であ

る｡

＼J

試料 MD-48400W道路灯器具

1

2
つ∪

4

5

6

7

8

1243

使用ランプ HF-400E 内管No.25MO2

受 光 器(PV-52) 傾斜角 0度 (ポール水平)

座 標仮想球中心に光源の発光中心をセット器具先雛水平別席頂点よりみて時計方向に水平角をとる
点灯条件

予備点灯時間

測定日時

周囲温度

測光距離

測定結果

9一 ランプ北東

ランプ電力
20分

昭47.3.22

400W■定 水平角度間隔10度一銘直角度開削0度.ラッセル角40度

PMl:00～1:40

200C

8.5m

(1)配光特性下記

‡f占;嘉晶霊ヲ…謁×志訂×10‾1=740･0(rm)
1,000=m)

配 光 特 性 単位 10‾】(cd/1,000Jm)

)ヾ
0 10 20

測定者号 l 光度(cd) 測定者号 l 光度(cd) 測定番号 事 光度(cd)

†0 0018 02502 0054 0248】 00g O O 24 2 ら

20 0017 02223 0053 02264 008 9 0 22 92

30 001･6 01629 0052 01881 0088 018112

40
0015 011¢7 0051 01258 0087 011474

50

60

70

80

90

10()

110

120

0014 01082 0050 00084 0088 0】321

0亡〉13 00827 004 9 00 g12 0085 00 ∈161

0012 00690 0048 00846 0084 00 53 8

0011 00203 0047 00197 0083 00167

0010 00045 0048 00040 008 2 0()03 8

0009 000】5 0()45 00015 0081 000 21

0008 00008 004 4 00()0 8 0080 00009

0007 0000∂ 0043 00003 007 9 00003

130
0006 0000 0 0042 0()001 00 78 0000†

140
000 5 00001 OD41 00000 00 77 00001

150
00()4 00002 0040 00001 0 0 76 000 01

1β0
0003 00001 0039 00000 0 0 7 5 000 01

170 0002 0.0002 0038 00001 00 74 00 00 2

180 0001 00002 0037 00001 0 0 7 3 0 0 0 01

米
30 40 50

測定番号 1
▼光度(cd)

測定者号 l 光度 rcd) 測定番号 l 光度(CdJ

10 0126 02424 0182 02398 019 8 02 37 9

20 012 5 0 2 32 5 0181 02 33 4 0†g 7 0 2 2⊆)7

30 0124 01畠91 01160 02058 019 6 02 36 4

40 0123 01653 015 g O184g 01()5 0218 5

50 01122 ()154 8 01さ畠 O1642 0†g 4 01773

60 0121 0108 8 0157 01403 019 3 0160†

70
0120 005g8 0】56 00g2(S 019 2 01052

80 0119 0 0 T 7 2 0†5う 00171 0191 0019 7

gO 0118 00046 0154 00081 0】90 0009 2

100 0117 0 0030 ロ15 3 0003 9 0189 00 0ヰ7

110 011$ 00013 0152 00021 01畠8 00 025

120 O115 00004 0151 00006 018 7 00 010

130 0】14 00001 015 0 0000 2 018 6 00 00 2

140 0113 00001 0149 00001 D18 5 00 DO 2

150 0112 00001 014 8 00001 O18 4 00 00 2

160 01†1 00001 ･0147 00002 018 3 00 00 2

170 0110 00001 0146 00002 018 2 00 00 2

180 010 g O O O O 2 0】45 00001 0181 00 002

匡]了 道琵各灯の配光特･性例 プリンタで連続的に印字されたテ‾タを

整≡哩の段階で所定用紙にはり付けたものである｡

Fig.7 Sample of+=minouslntens●ty Dist｢ibutio=Of a Roadway

Li9ht山g Fixture

れは詩話其の取付誤差,配光測定装置の調整誤差などによるも

グ)であることがわかる｡

光東側定誤差は,器具効率からも検討することができる｡

すなわち,裸光源と器具の光束を同一条件で測定した場でナ,

前述の誤差範閏で各配光が測定され,光束が求められる｡そ

こで表3の器具効率を見た場合,日立製作所のデータは,平

均値から2.46%も低くなっており,問題があることがわかる｡

これは他メーカーならびに社外研究所が測定Lてから口立班

作所で測定するまで1年以_Lの期日を経過しており,漁具真

如の劣化に起因するものと考えられる｡したがってここでは

等重み法による光束柿算他と球′許係数法による光束比較を行

ない,次項で球形光束言十による検討を述べる｡

等量み法と球帯係数法による北東積算他の比較については,

配光特性によって大きく変わるもので,したがって,配光【111

線としてcosβ～COS6βおよぴsinβ～Sin3βを想定し比較し

た結果,COS6βの配光については,0.5%,Sin3βの配光につ

いては0.98%の差であることが求められた｡また,実際の配

光は投光器を除けば,その成分はcos3β､以‾Fが大部分であ

り,実用上日立製作所の等量率法では±0.5%の測定が可能

である｡

6.3 球形光束計との比較

図6(b)に示したと類似形式の反射笠に白熱電球500Wを使

用し,球形光束計との比較を行なった｡表4は,この結果を
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表3 測定値の偏差 社外研究所ならびに他社における配光判定結果を各釜台直角平均配光値に対する偏

差で示Lたものであり,数値の小さいほど測定精度が良いことになる｡

Table 3 Deviaition of Data

＼､＼

＼■ブ月斗転
平 均 値 か ら の 偏 差 平 均

て鉛直配光値＼＼＼甲 0･1)

F!G!Hll･+lK
j oL2‥･ 日 立

宝J二十｢…二:㌻十_呂二三㌃-l二…:≡冒j一二3二7…一十_…二7;_:二呂…十≡‡≡;十三二;…_:三冒…

100.

97.39

直;呂;≡≡;≡
≡≡:三;■≡呂1;:≡:三;二…:;;･二≡:冒;:::冒;.二:二三三丁亡冒-:_三

93.10

87.33

40
rO･24 ‾卜04 十0･-9.-0･30

-0･59:＋0･04
十･一43

十0-7･l-0,20
8l.40

嬉葺葺葺葦葺妻妾喜十婁i‾三妻
羞器去.■十;:三:■＋…:…三.■＋喜:…去:三三;子空三喜_て‡;;二喜:;;一十＋喜:;喜巳【…:;…｡8｡.6…

表4 器具効率の比較 器具効率の測定精度を比較するため,直径5mの球形光束計と自動配光･光束

測定装置により,同一照明器具の光来を測定Lた結果を示す〔

Table4 Compa｢iso=Of+=mi=aire Efficiency

てここここ＼ランプ TA50085

＼項÷測空車｢球形光来計法配光‾法

TA50097

球形光束計法 配光法

TA50】79

;球形光来計法 配光法

灯

器具効率(%) 7l.9

電源電圧(∨)100.0

7l.45 7卜7

100.O 100.0

7l.67

】OD.0

7l.5

】00.0

7卜40

100.0

入力電流(A)■ 5.17

周 囲温度

ン

プ

24.8～24.9 25

入力電)充(A) 5.柑

周 囲温度 ぐC) z5.4～25.7

‾ † ‾‾

リ7 +
_____+･】8

ニ}
23.6

了～25.9

5.18 5.16 ; 5.16

26.0､24,O I Z5.6～25.7 25.0

5.19 1 5.19 5.1了 5.17

25,7～25.9 24.0 25.6～25.7 1
23.8

注:l･配光法による光束は,ラッセル角40角法によるものである｡

2･配光法の場合は,AC50Hz,球形光来計法の場合は.DC点灯である｡

ホすものである｡表4のデータは,同‥､器具に3本の電二城を

それぞれ組み込んで洲近したものである｡なお,球形光束計

によるデ【タは,一器具あるいは電球の自己【吸収を補止Lたも

のである｡

二こで器具効率の比較をLた場合,その差は0.03～0.45%

であり,良好な結果が得られた｡このことから､表3におけ

る器具効率の差は,器具表血の劣化によるものとそえられ,

日立製作所の装置は光束についても,±0.5%以内の誤差で

測定しうることがわかった｡

切 結 言

日立製作所内に設置した自動配光･光束測定装置は,前述

のように実使用に供し,照明器具設計の迅速化および照明製

品の各椎照明データの測定に大きく貢献している｡

本装置の特長は,

(1)測定が完全自動であり,測定系に摩耗部分がないので保

守が容易である｡

(2)配光と光束が同時に測定でき,けい光灯器具のように水

平分割角度45度間隔の場合は,8分で464点の測定ができる｡

また,道路灯のように配光の変化の激しいものでも36分で

2,088′キの測定ができる｡

(3)測定精度は土0.5%以内で,配光測定の国内比較値と比

べ他のいずれの機関と比較してもまさるとも劣らない結果が
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得られた｡

(4)アナログ,ディシ■タルいずれの測定も可能であり,その

測定後のデ【タ処理が簡単で,正弦等光度回の自動記録(6)な

ども可能である｡

最後に本装置の誤差検討にあたり,照明器具提供に協力い

ただいた電｢･総合研究所大阪支所の納谷義信氏,ならびに本

装置開発にあたり仲々の助言をいただいた日立製作所中央研

究所の野中守主幹研究員に対し感謝の意を衷する次第である｡
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